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２０１４国民春闘勝利！


  　地連別ニュース








▲石狩市職労


高谷優輔さん





2013原水禁世界大会


広島大会報告





これまで他人事のように感じていた核の問題が、決して他人事ではなく、身近な問題として感じることができました。


被爆体験者の話など実際に体験している方の話は、今まで聞いてきた話に比べ、よりリアルで、自分自身に「起こっている」、「起こるかもしれない」という気持にさせられました。


今回の平和行動で学んだことを踏まえ、改めて「反核・平和」について考え、この時代のみならず、自分の先の世代に向けて継続して取り組むべき課題だと感じました。








みなさん２日間にわたる集会お疲れ様でした。集会に参加してみてどうでしたか？


全道各地のなかまと実態を討論し思いを共有することはできましたか？


自分が当たり前だと思っていたことが周りから見たら当たり前ではなかったということに気づけましたか？


春闘討論集会はこれで終わりですが、みなさん集会に参加してなかまの思いを共有するだけで満足して終わっていませんか？帰ってから集会で学んだこと得たことを単組のなかまと共有することはできていますか？帰っても仕事が忙しく集まることすらできないといった声も出されていますが、そうした現状も踏まえ、まずは集まることころから始めてみませんか？昼ごはんを一緒に食べに行くなどなどそういったことからで構いません。教宣を発行して伝えることもいいでしょう。


　自分の思い、なかまの思いを共有していきましょう。


そして、思いを共有していくなかで何が必要か何をすべきかということを考えましょう。


小さな積み重ねが大事です。勇気を持って自分から声を出してみましょう。


みなさん本当にお疲れ様でした。帰り道、車には十分気をつけてお帰りください。









































機関紙コンクール結果発表!!





▲集会中の仲間たちの様子





　賃金への不満から「人事評価制度を導入することで頑張る人が評価され、賃金も上がるのでは」と議論になった。


「評価制度導入で賃金が上がる人もいるかもしれないが、誰がどう評価するのか」「公務員の仕事は数字で評価できない」など様々な問題点や疑問の声が出た。


評価制度導入は人件費抑制という視点もあることを提起し、その背景には「官と民で決定的に違うところは『利益』を求めるか、求めないか」「民間は利益を求めていくが、公共サービス職場は利益を求めないため賃金アップに直結しない」「独自削減が多くの単組で行われており、新たな人件費確保になるとは考えられない」との議論から「評価制度導入は人件費抑制の手段に過ぎない」「本質を知らなければ悪い方向へ進んでしまう」「日頃からの学習や実態討論が大切である」ということを仲間と確認しました。





第38分散会


座長　工藤　剛志


（滝川市職労）








第5分散会


座長　三浦　一馬


（清水町職）








第28分散会


座長　鷲見　悠太


（富良野市労連）








　職場の実態として、「商工観光職場なのに山小屋の水入れや、豚舎の臭いの苦情処理なども行っているが、本来自分たちがしなければならない業務なのか？」「管理職が変わることで業務内容も変わることはオカシイのではないか」と業務分担が曖昧だといった問題が出されました。


　時間外手当についても、管理職によって付け方が変わるという実態も報告され、まずは管理職の意識を統一してもらうための研修などを要求することも必要ではないかと話してきました。


また、「寒冷地手当」について、支給額以上に燃料代がかかり、赤字になっているといった実態から、寒冷地手当に特化した手帳をつけ、手当の増額を要求していきたいという仲間の決意も出されています。


　仲間と職場実態における課題を付け合わせ、討論していく事で、あらたな気づきから、具体的な運動につなげていく決意を確認していくことができました。





　臨時職員の処遇について、正職員とほとんど仕事の内容は変わらないのに処遇が大きく違い、仲間から不満の声が出ている実態が明らかとなりました。


また、慢性的な時間外勤務が行われており、このような状況を改善するために、時間外点検に継続的に取り組むことが重要だと感じました。


　参加者からは「職場は厳しいけれど、同じ係りの仲間との結束力は強く、それが今、支えになっているから、大事にしていきたい」という声が聞かれ、これまでの組合活動をつうじて育んできた「横の繋がり」はとても大切だと改めて実感することができました。


仲間同士の交流やつながりを大事にし、そのうえで取り組んでいくことが、よりよい職場環境への一歩になると感じました。

















第31分散会


　座長　杉山　展明


　　（全道庁日高）





七飯町の教育委員会では時間外が多く、気付けば年間で１０００時間を超えていました。


遅い時は朝６時まで、早い時でも午後１０時まで残業をするのがあたりまえでした。


　現在は職場が変わり、仕事は以前よりも楽になったが、時間外が減ったことで、手取りが少なくなりました。


　時間外が支払われることはもちろん大切なことですが、それ以前に業務量の見直しや人員が適正に配置されるべきだと感じました。


　また池田町では、国からの独自削減を拒否し、若手職員の号俸上がり幅が２倍になっているという話もあり、それぞれの単組で賃金体制が違うことを感じました。


　賃金について仲間と話し合ったことで、自分達の賃金は自分達で守らなければならないといった意識の変化により、あらためて賃金について学習を深め、より深く議論をしていくことの重要性を学びました。











